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子宮頸がん予防ワクチン（HPV ワクチン）の接種について 
９価の「HPV ワクチン」を公費で接種できるようになりました。 

定期接種対象者及び積極的勧奨差控えにより接種機会を逃した⽅（キャッチアップ対象者）に令和
5 年 4 ⽉より、９価の「HPV ワクチン」を公費で接種できるようになったことを周知し、接種を促すもの。 

 

■内容説明 
◇９価の HPV ワクチンとは 
子宮頸がんの原因となる、ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染を防ぐワクチンです。 

 ヒトパピローマウイルス（HPV）にはいくつかの種類（型）があり、９価ワクチンは、この９種類の HPV の
感染を防ぐワクチンです。その中でも、子宮頸がんの原因の８０〜９０％を占める、７種類の HPV の感染
を予防することができます。 
 
■対象者 
 ①定期接種 

中学１年⽣〜⾼校１年⽣に相当する年度の 3 ⽉ 31 ⽇までの間にある⼥子 
    （予防接種法上では、⼩学６年⽣から⾼校１年⽣の⼥子） 
   ※但し、積極的勧奨を差し控えていた期間を考慮し、平成 19 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 20 年 4 ⽉ 

1 ⽇⽣までの⽅は、令和 7 年 3 ⽉ 31 ⽇まで接種可能。 
②キャッチアップ接種 

平成 9 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 19 年 4 ⽉ 1 ⽇までの間に⽣まれた⼥性で、過去に HPV ワクチンの接
種を合計３回受けていない⽅ 

※公費で接種できるのは令和 7 年 3 ⽉末まで。（接種機会を逃した⽅への時限措置） 
 

■予防接種予診票（接種券）の発⾏ 
  定期接種対象者については、新中学１年⽣⼥子に個別通知（4 ⽉に郵送）。 
  平成 9 年 4 ⽉ 2 ⽇〜平成 22 年 4 ⽉ 1 ⽇⽣の未接種の⽅については、令和 4 年 4 ⽉に予診票を

郵送済み。（1 回⽬接種をまだ受けていない⽅には、再度 4 ⽉に案内を郵送） 
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